












要約:平成元年度は,母親から訴えのあった食行動を性別・年齢別に検討し,さらに母親の

養育態度との関係について考究した。性別に訴えのあった項目をみると,男児では「食事

の偏り」「食事のしつけ」に関する項目であり,女児では「食事の量」に関する項目であっ

た。年齢別では,年少児は「咀囑」「食事の状態」であり,年長児は「食事の偏り」「食事の

しつけ」の訴えが多く,母親が訴えた食行動に性別・年齢別の相違がみられた。食行動と

養育態度との関係についてみると,「咀噛・食事のしつけ」に関わる項目では養育点数の

低い母親に「食事量・食事の偏り」に関わる項目では養育点数の高い母親に関係がみられ

た。子どもの食行動の発達については,子どもの成長・発達段階を考慮した母親の対応が

必要とされる。今後,個別に追跡し,それらを明らかにしたいと考えている。


